
フェイスクリブ（前方牽引用） 取扱説明書

フェイスクリブ

フェイスクリブはテクニシャンたちによって、もともとⅢ級症例のため

にデザインされましたが、その後多くの臨床家たちが前方牽引（Ⅱ級症

例及びスペースクロージング）にも応用できることを見出したことから、

さらなる改良が加えられました。

安定性と装着時の快適性を向上させるために「チンカップ」が付け加え

られ、装着中の「ズレ」を防ぐようフレームが改良されて、睡眠中も継

続的に治療ができるようになりました。また、マウスボーも再設計され、

操作性と安全性がさらに改善されました。

軽量ステンレススティール使用でフィット感がよく、
ヘッドストラップを使用する必要がありません！

機 能

Ⅲ級症例：上顎歯列弓の前方牽引

Ⅱ級症例：下顎歯列弓の前方牽引

＊歯列の部分的な前方牽引も可能です

マウスボー

・.075インチワイヤー採用で丈夫

・安全性が増し、牽引能力が向上

・口腔内固定装置との併用も可能

レストパッド

・装着時の快適性向上のため、大きめにデザイン

・簡単に取り外せて、交換が容易

・丈夫な軽量プラスティック採用

・洗浄可能なゲルライナー

チンカップ

・カップをフレームに固定することにより、

カップの回転やズレを防止

・大きめなデザインで、快適性が向上

・丈夫な軽量プラスティック採用

・洗浄可能なゲルライナー

完全な視界の確保

・視界を妨げないようにデザイン

・メガネをかけた状態での装着が可能

顔のかたちにあわせた調整

・簡単な調整を施すことによって、

様々な顔のかたちにフィットさせることが可能

（調整方法は裏面に記載）

ウォッシャブルゲルライナーについて

ゲルライナーは、ウォッシャブル素材とゲル状クッションを組み合わせたハイブリッドなライナーで、

快適性が向上します。

＜ゲルライナー洗浄方法＞

1）ゲルライナーは必ずプラスティックのレストパッドから外さずに、洗顔用石鹸

を泡立ててから、青いライナーの表面を撫でるようにやさしく洗浄してください。

2）ぬるま湯で丁寧にすすぎ、タオルにはさんで少し押さえるようにして水気を

切ってください。

3）陰干しの後、完全に乾燥していることを確認して再使用してください。

4）洗浄後、あるいは装着中にライナーが剥離した場合は、ゲルライナーを交換し

てください。

ゲルライナーは必ず下記の方法で洗浄してください。

＜ゲルライナーに関する注意点＞

・本品には、天然ゴム系の素材は含有されていませんが、長時間にわたり化学繊維を皮膚に密着させることにより、

患者さんによってはまれにかぶれることがあります。その場合は、ガーゼや綿布などをライナーと皮膚の間に

挟むことにより緩和される可能性があります。

・ゲルライナーは使用の度に洗浄し、ダメージの状態などにかかわらず１～３ヶ月を目安に交換してください。

消耗品ですので、皮脂や汗などで徐々に汚れていき、洗浄しても完全には汚れを取り除けない可能性があります。



■ 仕様
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※長さは実測値です。製造上個体差が見られる場合があります。

販売名：フェイスクリブ   一般的名称：歯列矯正用ヘッドギア   医療機器届出番号 13B2X00107000A07 医療機器の分類：一般医療機器(クラスⅠ)

【製造販売元】

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2-2  御茶ノ水杏雲ビル14F

 　TEL: 03-5281-4711  FAX:  03-5281-4716

【輸入元】 〒564-0051　大阪府吹田市豊津町15-11  江坂石周ビル3Ｆ

Great Lakes Dental  　TEL: 06-6338-9271  FAX:  06-6338-9380

Technologies, LTD. 〒812-0016　福岡県福岡市博多区博多駅南1-3-11 KDX博多南ビル6Ｆ

 　TEL: 092-432-5676  FAX:  092-432-5737

本　　社

大阪営業所

福岡営業所

138.93

長さ
(L)

約135

約117

重量

目安寸法 幅 (W)

（mm） 約168

フェイスクリブ 各部の調整方法

調整と適合

睡眠中も装着した装置の安全が保たれるように、

フェイスクリブを額と頬の輪郭になるべく沿った形で調

整します。

正しい使用例

・遠くを持たないこと

溶接部以外を把持しない

調整時の注意点

フェイスボーの調整をする際は、マウスボー

とフレームの溶接部に過度な力がかからない

よう、プライヤーで把持して屈曲してくださ

い。
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「C」の部分を調整し、顔の長さに適応させます。

レストパッドが眉毛の上でぴったりと位置するように調

整し、フェイスクリブを外さなくても会話できるように

します。

「D」の部分を調整し、頬骨に当たらないように注意し

ます。

「E」の部分を調整し、マウスボークリブを歯牙と一直

線上で、マウスラインのやや上のあたりにくるようにし

ます。

このやや上方にかかる圧力によって、フェイスクリブが

定位置に安定します。

＜消耗品＞

・交換用レストパッド（各色）

・交換用ゲルライナー

レストパッド＋チンカップ 1組セット

レストパッド用 2枚

チンカップ用 2枚

誤使用例

・指で曲げないこと
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